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Multi-tiles: 部分回転が可能なプロジェクタスクリーン
Multi-tiles: a Partly Rotatable Projector Screen

磯山 直也 寺田 努 塚本 昌彦∗

Summary. スクリーンはプロジェクタからの映像を投影するために用いられ，プレゼンテーションやパ
ブリックディスプレイ，メディアアートなど様々な場で利用されている．本研究では，複数枚に分割され，
それぞれが個別に角度を変更できるスクリーン用いた情報提示手法を提案する．スクリーンの向きを制御
することでプロジェクタからの投影映像の一部を特定の人にだけ見えるようにしたり，最初はスクリーンの
特定部分を誰にも見せないといった演出が可能になる．提案システムでは PCからスクリーンの角度を自由
に調整でき，投影映像も分割したスクリーンを自由に組み合わせて複数コンテンツを同時に提示できる．

1 はじめに

近年，小型で高解像度なプロジェクタの低価格化
に伴い，映像をスクリーンに投影して閲覧するこ
とが一般的になりつつある．その用途はホームシア
ターのための映像閲覧や，プレゼンテーション，パ
ブリックディスプレイとしての情報提示，メディア
アートなど多岐に及ぶ．スクリーンに投影される映
像はその場にいる全員が同じものを見ることになる
ため，聴衆は画一的な情報を受動的に得るのみであ
る．またプレゼンタは，聴衆全員に見せることので
きる情報のみの提示となり，情報を特定の人から隠
すことはできない．1つのスクリーンに複数の映像
を投影するシステム [1]や複数のスクリーンを使う
システム [2]も存在するが，すべての映像が目に入
り視聴したいものに集中できなかったり，プロジェ
クタが複数台必要といった問題がある．
そこで，本研究ではスクリーンを分割し (分割さ

れた一つ一つをパネルと呼ぶ)，それぞれのパネル
の角度を変化させることで投影映像を制御するシス
テムMulti-tilesを提案する．パネルが聴衆の方へ
向くことにより，聴衆は見たい映像を集中して見る
ことができ，投影者は特定の人に見せる，見せない
を選択することができるようになる．

2 システムの設計

Multi-tilesは，映像が投影されるスクリーンが複
数枚のパネルに分割されており，それぞれのパネル
に対して独立して角度を指定した回転が行える．プ
ロジェクタに対しパネルの面が垂直でない場合，映
像をそのまま投影すると歪んでしまうため，射影変
換により想定した角度において正しく映像が見える
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図 1. 映像投影の様子

ように調整する．図 1左はプロトタイプの 9分割ス
クリーンに映像を投影した例であり，図右はPC上
での投影映像である．パネルはPCからそれぞれ自
由に調整でき，図 2に上段右と中段左のパネルをそ
れぞれ内側に 45度回転させたスクリーンに映像を
投影した際の正面，左右 45度の方向から見た際の
様子を示す．正面から見た際にはすべてのパネルの
映像が見え，左右から見た際には反対方向へ向いた
パネルの映像は見ることができない．図では 45度
に回転しているが，角度を調整することでプレゼン
テーションなどの際に，特定の席の人にのみ，ある
映像が見えなくなるようにできる．

2.1 提示内容の制御

提案システムはパネルを個別に制御できるため，
単純に映像をスクリーンに全画面投影するのではな
く，柔軟に提示内容を制御できるようにしている．
提示内容の出力先は，スクリーン全画面，特定のひ
とつのパネル，あるいは 2x2のパネルになど複数パ
ネルを組み合わせた領域を自由に選択できる．図 3
は提示内容を制御して投影した様子である．デスク
トップ上には Microsoft PowerPoint とWindows
Explorerが開かれている．

特定画像表示: 図 3左下に示すように特定の画像を
表示させる．フォルダ内の画像を順次表示させる機
能ももつ．

デスクトップ表示: パネルに PCのデスクトップ画
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図 2. 投影映像の見え方

図 3. 基本機能使用の様子

面を表示させる．通常のディスプレイ出力と同内容
となる．(図 3上段左)．

デスクトップ分割表示: 表示させるパネルに対応し
た部分のデスクトップのみを表示させる (図 3上段
中央)．

アプリケーションウィンドウ表示: フォアグラウン
ドにあるアプリケーションのウィンドウを表示させ
る (図 3上段右)．図 3ではPowerPointがフォアグ
ラウンドである．

3 実装

図 4に示すプロトタイプを実装した．スクリーン
は 3×3に 9分割されており，パネルはArduinoを
用いてステッピングモータを制御し，PCからの信
号で角度を 5度単位で左右両方向に回転できるよう
にした．
また，本研究ではプレゼンタが，情報を見せたい

人を指定できる機能を実装した．プレゼンタが聴衆

図 4. システムのプロトタイプ

の状況を取得するにはUSBカメラを用い，スクリー
ン側から聴衆の方へ向けて置く．取得映像から特定
の人をプレゼンタが指定し，見せる，見せないを選
択することで，パネルの向きが変化する．
提案システムの応用例をいくつか列挙する．

プレゼンテーション: インターネットを介し，プレ
ゼンテーションの聴衆が，あるパネルを利用して情
報を表示させる．そのパネルを見ることができる他
の聴衆が表示情報が有用と考えればパネルを正面に
向けるといったような，聴衆参加型のプレゼンテー
ションで利用する．

パブリックディスプレイ: パブリックディスプレイ
として使用し，複数人が違う映像を見られるように
する．カメラを用いて聴衆の状況を取得することで，
人気のある映像を認識し，その映像を複数枚のパネ
ルを用いて大きく表示させることができる．パネル
に指向性スピーカを備えることにより，音声も特定
の人のみが聞こえるようにすることも考えられる．

エンタテインメント: クイズなどにおいて，正解者
にのみ答えを見せることができる．パネルが回転す
ることを活用したアニメーションやパフォーマンス
も考えられる．

4 まとめ

本研究では，プロジェクタからの映像を投影する
スクリーンを複数枚に分割し，それぞれのパネルを
モータを用いて回転させ，映像を見せる聴衆を特定
できるシステムを提案し，試作した．今後は，様々
なコンテンツを作成し，使用の可能性を探るととも
に，視聴感や使用感について評価を行う．
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